
 

令和 2 年 12月 21 日 

学生部入試課作成 

 
令和 3 年度大学入学共通テストについて 

 
 1．大学入学共通テストへの移行について 

   2013 年、教育再生実行会議第四次提言（高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方につ
いて）において提言され、高大接続改革（高等学校教育・大学教育・大学入学者選抜の一体的改革）におけ
る「大学入試改革」の目玉として、大学入試センター試験に代わる新テストである。 

情報化社会の進展や急速に進む少子高齢化、グローバル化といった変革期において、自ら問題を発見し、
他者と協力して解決していくための資質や能力を育む教育が必要として、「大学入試改革」ではこれまで以
上に多面的・総合的に能力を評価する入試への転換が掲げられ、学力の３要素「知識・技能」「思考力・判
断力・表現力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を入試でバランスよく評価することが求
められている。 

これまでの大学入試では、センター試験を中心に「知識・技能」の評価に重きを置いたテストが実施され
てきたが、2021 年度以降の入試では知識を前提にそれを活用する「思考力・判断力・表現力」を一層重視し
た評価をするために、センター試験を廃止し、共通テストへ移行される。 

 

2．試験期日 新型コロナウイルス感染症の影響により学習の遅れが生じた受験生に配慮し２つの日程を設定 

  第 1 日程：令和 3 年 1 月 16 日（土）・17 日（日） ※県内 12 試験場で実施 

  第 2 日程：令和 3 年 1 月 30 日（土）・31 日（日） ※本学 1 試験場で実施 

 

3. 志願者数 535,245 人〔対前年度 22,454 人減〕 

  【期日別内訳】 

・第 1 日程             534,527 人 

   ・第 2 日程               718 人 

【区分別内訳】 

・高等学校等卒業見込者（現役生）  449,795 人〔対前年度  2,440 人減〕 

・高等学校等卒業者（既卒者）     81,007 人〔対前年度 19,369 人減〕 

・その他（高卒認定等）        4,443 人〔対前年度    645 人減〕 
○現役志願率

※1 
44.3％〔対前年度    1％増〕 

○大学入学共通テスト参加大学・短期大学数  866 大学 〔対前年度 8 大学増〕 

〔内訳〕 国立大 82，公立大 91，私立大 533，専門職大 5，公立短大 13，私立短大 142 

 
※１ 「現役志願率」：令和 2 年 3 月高等学校等卒業見込者（現役生）のうちセンター試験に出願した者 

の割合。（センター試験志願者のうちの現役生の割合ではない。） 
 

4. 志願者数(沖縄) 
  志願者 5,543 人  〔対前年度 5,860 人 317 人減〕 

【期日別内訳】 
・第 1 日程             5,536 人 

   ・第 2 日程               7 人 
 
5. 沖縄県の試験場 

  県内に、離島（宮古、八重山）2 つを含む 12 の試験場 

都道府県名 試験実施大学名 試験場名 
志願者数 

（第 1 日程） 

志願者数 

（第 2 日程） 

沖縄県 

琉球大学 

琉球大学文系講義棟試験場 601 － 

琉球大学教育学部試験場 410 － 

琉球大学理学部試験場 382 － 

琉球大学共通教育棟試験場 750 7 

琉球大学工学部試験場 539 － 

沖縄国際大学試験場 306 － 

県立宮古高等学校試験場 131 － 

県立八重山高等学校試験場 109 － 

計 3,228 7 

沖縄県立看護大学 沖縄県立看護大学試験場 342 － 

沖縄県立芸術大学 県立那覇国際高等学校試験場 560 － 

沖縄大学 沖縄大学試験場 859 － 

名桜大学 名桜大学試験場 547 － 
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JST共創の場形成支援プログラム(COI-NEXT) に本学の学際的チームが採択され、 
資源循環型共生社会実現に向けた農水一体型サステイナブル陸上養殖プロジェクトを開始 

 

 JST（国立研究開発法人科学技術振興機構）が今年度より新たに開始した「共創の場形成支援プログラム
(COI-NEXT)」の育成型に、本学の学際的チームと沖縄高専、中城村、オリオンビール(株)等企業が参画する産
学官連携研究プロジェクトが採択されました（育成型︓採択率 18%、応募件数 67件、採択件数 12件）。 
 資源循環型共生社会実現に向けた農水一体型サステイナブル陸上養殖プロジェクトを沖縄から開始します。 

 
１、 「共創の場形成支援プログラム」について 
 本プログラムでは、大学などを中核とする産学連携を基軸に自治体、市民など多様なステークホルダーを巻き
込んだ産学共創により、国連の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に基づく未来のあるべき社会像（拠点
ビジョン）を策定し、「拠点ビジョン実現のためのバックキャスト型研究開発」とそれを支える「持続的な運営が
可能な産学共創システムの構築」をパッケージで推進します。これにより、プロジェクト終了後も、持続的に成
果を創出する自立した産学共創拠点の形成を目指す令和 2年度より開始された新規プログラムです。 
公募には「本格型」と「育成型」の２つの実施タイプがあり、「育成型」で採択されたプロジェクトは、プロジェク

ト終了年度に「本格型」への移行評価が実施されます。 
（１）本格型 
実施期間︓最大 10年度支援 
予算規模︓最大 3.2億円程度／年度 

（２）育成型 
実施期間︓最大 2年度支援 
予算規模︓2,500万円程度／年度 

 

 

学長記者懇談会資料 
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２、研究プロジェクトについて 
プロジェクト名︓「資源循環型共生社会実現に向けた農水一体型サステイナブル陸上養殖のグローバル拠点」 
プロジェクトリーダー︓竹村明洋（理学部 教授） 
副プロジェクトリーダー︓羽賀史浩（研究推進機構 上席 URA） 
拠点の全体管理を担う組織の代表︓木暮一啓（研究推進機構長（理事・副学長）） 
研究開発課題リーダー︓竹村明洋（理学部 教授）、千住智信（工学部 教授）、島袋亮道（地域連
携推進機構 特命准教授） 
参画機関︓沖縄工業高等専門学校、オリオンビール株式会社、株式会社メイキット、 

株式会社マチス教育システム、エコソーラー・ジャパン株式会社、中城村 
プロジェクトの概要︓ 

【提案内容】 
持続可能社会は世界的課題であるが、資源・環境制約と経済を両立することは容易ではなく、社会モデル

の転換が必要である。 
 本プログラムでは、解決策として沖縄をベースに「食」と「エネルギー」の循環社会モデルの形成を目指す。その
基本的な考え方は、個別問題の最適化ではなく、複数の問題を相互に連携し、包括的に解決する全体最
適化である。主な要素技術としては、閉鎖循環型陸上養殖、再生可能エネルギー、廃棄食料の資源化等で
あるが、それらをデジタル技術を屈指して連携し、最適な循環社会を実現することを目標とする。本モデルは、
沖縄だけでなく、亜熱帯海洋性の島嶼モデルとして、東南アジアの循環社会モデルとなることを目指す。 

【プロジェクト説明図】 

 

 
図 1. プロジェクトの全体構想 
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【参考プレスリリース】 
（１）JST︓共創の場形成支援プログラム (COI-NEXT) 令和２年度新規採択プロジェクトについて
https://www.jst.go.jp/pr/info/info1475/index.html

（２）琉球大︓オリオンビールと研究推進機構との SDGs に関する産学連携協定の締結について
https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/18623/

（３）琉球大︓中城村養殖技術研究センター（NAICe）の開所式を行いました
https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/17767/

図 2. 産学共創シナリオの構成図 

https://www.jst.go.jp/pr/info/info1475/index.html
https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/18623/
https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/17767/
mailto:f-haga@lab.u-ryukyu.ac.jp
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Learning Goals 
English

Proficiency
Competencies  

SDGs
Lv 4

Lv 3

Lv 2

Lv 1

Critical
Thinking

Origination & 
Organization

Application 
& Analysis

Knowledge & 
Comprehension

CEFR-J
B2.2

CEFR-J
B2.1

CEFR-J
B1.2

CEFR-J
B1.1

Students can incorporate other perspectives 
using problem solving skills in order to find 
a common solution.

Students apply SDGs to a particular 
problem adopting a specific position.

Students produce original research of 
SDGs and share their findings.

Students acquire and demonstrate a basic 
knowledge of SDGs and can interpret them 
in their own words.

Students can 
make a critical 
judgment of 
new values in 
comparison to 
values of 
others.

Students can 
demonstrate the 
ability to manage 
both new values 
and their risks 
arising from 
unforeseeable 
issues.

Students can 
manage applying 
creative ideas to 
complex 
problems 
through 
anticipation and 
verification.

Students know the 
importance of 
curiosity and an 
open mind toward 
new ideas, 
perspectives, and 
experiences to 
create new value.

Students can make a 
critical judgment when 
managing complex issues 
or seemingly 
incompatible logic 
comparing with others.

Students can 
demonstrate the ability 
to manage complex 
issues or seemingly 
incompatible logic.

Students can manage 
situations in conflict 
by considering their 
backgrounds and  
gaps.

Students know 
different points of 
view could be the 
result in tensions and 
dilemmas.

Students can 
make a 
judgment of 
operating 
responsible 
decisions and 
actions comparing 
with others. 

Students can 
demonstrate to 
others operating 
decision making with 
self-regulation and 
taking responsibility 
for their actions.

Students can 
manage real-life 
problems and build 
trust spontaneously 
by analyzing 
situation and needs 
of them.

Students know 
owning locus of 
control and sense of 
integrity are 
essential when they 
take responsibility

9

10



Champlingual

11

SDGs

11/27 28

12/5~7

12



SDGs

2222
11 11

2222
22

1111 11

13

11/27

14



11/27

15

11/28

16



12/5~7

(SNS

17

12/5~7

18



12/5~7

19

12/5~7

20



12/5~7

21

12/5~7

22



GGlocal Festival

23

SDGs

1

24



・H14年度に制定された全国規模の学会大会 
　情報処理学会と電子情報通信学会が共催 
・電子・情報・通信の技術開発に関わる論文を掲載 
　例年400～500件ほど 

ヤングリサーチャー賞 
　1. 共催のいずれかに属する33歳未満の学会員であること 
　2. 選奨セッション（査読付き）または一般セッションの 
　2. 発表論文であること（学生セッションは含まない） 

・以上を満たす発表論文のうち 
　全発表論文の1.5%未満の数で，優れた研究を表彰する仕組み 
・今年は４件の論文が表彰された 

FIT2020 情報科学技術フォーラム
1

深度　カメラから被写体までの距離 
欲望　画像1枚で精度の高い推定がしたい

1.深度推定とは 2.単眼と縮尺

深度の逆算には原寸の情報が必要 
でも画像1枚だけからは求められない…

Multi-task　出力＝汎用性を増やし補助 
Multiple-tas入力＝ヒントを増やし補助

3.実寸情報の代替

Multi-task+Multipleの統合モデル 
深度勾配（物体の形状）を推定し精度UP

4.統合モデル
wall

bed

? …

角度

種類(ラベル)

Model 
出力

Model 
入力

wall
bed

? …

角度

種類(ラベル)

Model 
出力

Model 
入力
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実験結果の可視化: 教師あり学習 
3

・0m~10mを対象とした屋内データセットに対し 
　推定精度を平均50cm改善した 

実験結果の可視化: 教師なし学習 
4

根本的なアイデア 
・深度＝3D空間を再現できれば 
　カメラの移動量を適用して 
　N秒後の画像が復元できるはず 

画面復元の操作 
　１. 深度を推定し3D空間を作成 
　２. カメラの移動量を推定 
　３. (2)を使って3D空間を歪ませる 

・深度推定は改善できなかったが 
　カメラの移動量の推定を改善できた

SfM Learner 
引用[ALBERT Inc.]

正解画像

提案

従来



事務局問合せ一覧 よくある質問 サイトマップ Eng l i sh マイページ

FIT2020

FIT2019

ホーム >  表彰 >  FITヤングリサーチャー賞

FITヤングリサーチャー賞

賞の概要 平成14年度からスタートした情報処理学会と電子情報通信学会情報・システムソサイエティおよびヒュ

ーマンコミュニケーショングループ合同の会議「情報科学技術フォーラム（FIT）」において、新進の科学

者または技術者に贈呈される賞。

選考委員 FIT学術賞選定委員会（委員長：FIT学術賞選定委員会委員長）

選考方法 FIT当日に座長および聴講者から受賞候補推薦の投票をしてもらい、その投票結果を元にFIT学術賞選

定委員で1次投票、必要に応じて2次投票を行い最終的にFITの全論文件数の1.5%を上限として選定す

る。

選考基準 FIT申込み時、及びFIT終了時において情報処理学会または電子情報通信学会の会員（申込時は入会

申請中含む）であること。FIT開催年の12月31日において満33歳未満であること。FIT開催時に選奨セッ

ションまたは一般セッションの講演者として登録かつ講演を行ったものであること。過去にFITヤングリサ

ーチャー賞を受けたことがないもの。

表彰等 次回のFITにおいて授与。賞状、および賞金3万円。

｜FIT2020｜FIT2019｜FIT2018｜FIT2017｜FIT2016｜FIT2015｜FIT2014｜FIT2013｜FIT2012｜

FIT2011｜FIT2010｜FIT2009｜FIT2008｜FIT2007｜FIT2006｜FIT2005｜FIT2004｜FIT2003｜FIT2002

｜

 第19回情報科学技術フォーラム （2020年9月　オンライン開催）

レンダリング時の背景モデル参 照を用いたリアルタイム自由視点映
像の高品質化に関する検討

渡邊 良亮君（KDDI総合研究所）

深層畳み込みネットワークの初期化アルゴリズム 邉見 貴彦君（群馬大学）

時刻ドリフトを利用した機器特徴抽出手法における経年変化の検討
小林 明珠君（小山工業高等専門
学校）

深度と深度勾配の相互変換によるMulti-task learningを活用した教
師なし単眼深度推定 

髙嶺 潮君（琉球大学）

 第18回情報科学技術フォーラム （2019年9月　岡山大学　津島キャンパス）

SATソルバを用いたC1P分割問題の解法 原田 崇司君（高知工科大学)

脚部運動の左右同時最適化に基づくヒューマノイド
ロボット受身制御

岩田 滉平君（名古屋工業大学）

部分的選好下における学校選択メカニズム 和田 凌司君（九州大学）

敵対的生成ネットワークによる間質性肺疾患患者
の予後予測 

植村 知規君（Massachusetts General Hospital／九
州工業大学）

フリッカに基づく固有画像分解とその色補正への応
用

大屋 瑠璃君（九州工業大学）

鑑賞行動における記憶促進のための音声ガイド呈 平林 輪樹君（東京大学）

学会について

提言/プレスリリース

表彰

学会誌「情報処理」

論文誌

電子図書館

イベント

研究会

ITフォーラム

IPSJカレンダー

会員サービス

図書販売

教育・人材育成

認定情報技術者制度

コンピュータ博物館

情報規格調査会

いいね︕ 32 シ ツイート

〈参考〉

http://www.ipsj.or.jp/jimukyoku2012.html
http://www.ipsj.or.jp/faq/faq.html
http://www.ipsj.or.jp/sitemap.html
http://www.ipsj.or.jp/9faeag0000004p85.html
http://www.ipsj.or.jp/mypage.html
http://www.ipsj.or.jp/index.html
http://www.ipsj.or.jp/index.html
http://www.ipsj.or.jp/award/sho_index.html
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/I-030.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/F-021.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/C-003.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/CH-001_1.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/CA-006.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/CF-015.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/F-028.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/G-015.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/H-030.pdf
http://www.ipsj.or.jp/award/9faeag0000004f4v-att/J-001.pdf
http://www.ipsj.or.jp/annai/gakkai.html
http://www.ipsj.or.jp/release/pressrelease.html
http://www.ipsj.or.jp/award/sho_index.html
http://www.ipsj.or.jp/magazine/magazine.html
http://www.ipsj.or.jp/ronbun.html
http://www.ipsj.or.jp/e-library/digital_library.html
http://www.ipsj.or.jp/event/event.html
http://www.ipsj.or.jp/kenkyukai/kenkyukai.html
http://www.ipsj.or.jp/it-forum/index.html
http://www.ipsj.or.jp/calendar.html
http://www.ipsj.or.jp/member/kaiin.html
http://www.ipsj.or.jp/tosho/tosho.html
http://www.ipsj.or.jp/education/index.html
http://www.ipsj.or.jp/9faeag000000td1k.html
http://www.ipsj.or.jp/museum.html
http://www.ipsj.or.jp/9faeag00000067rl.html
http://www.ipsj.or.jp/calendar.html
http://www.ipsj.or.jp/9faeag00000027kz.html
http://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/index.html
https://www.ipsj.or.jp/contact/jigyo.html
https://www.facebook.com/sharer/sharer.php?u=http%3A%2F%2Fwww.ipsj.or.jp%2Faward%2Ffit-young.html&display=popup&ref=plugin&src=like&kid_directed_site=0
https://twitter.com/intent/tweet?original_referer=http%3A%2F%2Fwww.ipsj.or.jp%2F&ref_src=twsrc%5Etfw&text=FIT%E3%83%A4%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E8%B3%9E-%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%87%A6%E7%90%86%E5%AD%A6%E4%BC%9A&tw_p=tweetbutton&url=http%3A%2F%2Fwww.ipsj.or.jp%2Faward%2Ffit-young.html

	資料１令和3年度大学入学共通テストについて_志願者詳細_差替版
	資料２201223_JST共創の場 学長記者懇談会
	資料３縮小
	資料４-２高嶺追加2up
	資料４-３【参考】



